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気付きの質を高める生活科授業の実践的研究 

―ルーブリックの作成・活用とカリキュラム・マネジメントに着目して― 

 

 

梅野 栄治  川上 麻衣子  竹田 有希  間所 泉  永田 忠道  渡邉 巧 

 

Abstract: The purpose of this study is to clarify the curriculum management to enhance the quality of 

children's awareness in living environment studies. The results of the study revealed that linking living 

environment studies with other subjects and allowing students to choose and decide their own learning 

are effective in enhancing the quality of children's awareness. 

 

１．問題の所在と研究の目的  

現代社会は日々変化し続け，その変化は予測

困難であり，世界各国で社会の変化に対応する

ためのコンピテンシーベースの教育が進めら

れるようになった。わが国においても，2017（平

成29）年文部科学省告示「小学校学習指導要領」

（以下，学習指導要領）において，「知識及び技

能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向

かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱を

育成するための，「主体的・対話的で深い学び」

の実現を目指すことが明示された（文部科学省

2018）。 

朝倉（2018）は，学習指導要領が実現を目

指す「主体的・対話的で深い学び」と生活科

における「気付き」について，「生活科におけ

る学習活動は，具体的な活動や体験を含め多

様であり，それは本来深い学びへと向かうも

のである。その中でも特に気付きの質が高ま

るような学習は，生活科における深い学びの

典型として考えることができる。」(p.26)と述

べている。 

その一方で，生活科において「気付きの質

を高める」ことに関して，様々な研究者や教

育現場の教師から，研究上の課題や実践上の

課題も指摘されている（井深2018）。そこで，

本研究の目的を，生活科における子供達の

「気付きの質の高まり」に着目し，研究の目

的を「生活科単元において，子供達の気付き

の質を見取るためのルーブリックを作成・活

用し，教師のどのようなカリキュラム・マネ

ジメントが気付きの質を高めることに有効に

働いたのかを明らかにすること」とした。 

 

２．本研究における「気付き」と「気付きの質

の高まり」 

本研究における「気付き」については，朝倉

や学習指導要領の定義した「気付き」を用いる。 

本研究における「気付きの質の高まり」につい

ては，学習指導要領の定義に基づきつつ，以下

のように定義する（文部科学省2018）。  

①気付きは，「段階Ⅰ『自覚されていない気付き

（無自覚な気付き）』→段階Ⅱ『自覚された気

付き（個別的な気付き）』→段階Ⅲ『関連付け

られた気付き』」の３つの段階で高まってい

く。  

②①の３つの段階は必ずその段階を踏んで気

付きの質が高まるのわけではなく，行きつ戻

りつしながら，気付きの質が高まっていく。 

③段階Ⅲ「関連付けられた気付き」を「対象同

士を関連付けた気付き」「対象と対象に込め

られた思いや願いとを関連付けた気付き」

「対象と自分自身とを関連付けた気付き（自

分自身への気付き）」の３つに分類する。  

④気付きが段階Ⅲに到達することだけでなく，

段階Ⅲにおける３つの関連付けられた気付

きを幅広く獲得することも気付きの質が高

まったとする。  

以上に述べた「気付き」や「気付きの質の高

まり」の定義をもとに，子供の気付きの質を高

める生活科授業の実践的研究が今喫緊の課題
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である。  

 

３．研究の方法 

上に述べた目的を達成するために，２年間の

研究計画を作成し，授業実践を通して，子供達

の思いや願いをもとに，気付きの質の高まりを

実現する単元を開発した。  

また，それらの単元において，教師が児童の

気付きの質の高まりを見取る手段の１つとし

て，ルーブリックを活用した。ルーブリックに

ついては，共同研究者６名で，記述内容の検討

を重ね，実践を通して適宜修正した。  

さらに，単元における子供達のワークシート

の記述や，教師によるインタビューや対話場面

での発話記録，行動観察等を，ルーブリックに

照らし合わせながら，子供達の気付きの質の高

まりを検討するとともに，単元の有効性につい

ても検討する。  

 

４．第１学年「がっこう だいすき」 

（１）第１学年「がっこう だいすき」の目的

と調査方法  

入学間もない１年生児童は，期待と不安を抱

えながら日々生活している。だからこそ，子供

達が学校生活に対する期待や自信，学校に対す

る愛着をもち，健やかに生活するできるように

なることが何よりも重要であると考える。その

ような心身ともに安定した日常生活が基盤と

なり，子供達は小学校で様々なことを学び，経

験する中で，子供達によりよく生きる力が育ま

れていくのではないだろうか。  

そこで，本実践では，特に「生活科と他教科

や特別活動等とをどのように関連付けてカリ

キュラム・マネジメントすれば，児童の気付き

の質を高めることに有効に働くのか」を明らか

にすることを目的とした。そこで，生活科の授

業観察を行い，教師の発問や子供の発話記録，

個別インタビュー記録，ワークシート等を表１

の評価基準を用いて分析した。  

（２）単元について 

①時期   令和５年４月～7月 

②学年   第１学年１組（31名） 

③単元名  「がっこう だいすき！」 

④単元の目標 

学校探検を通して，学校の施設の様子及び先

生など学校生活を支えている人々や友達のこ

とがわかり，楽しく安心して遊びや生活ができ

るようにする。 

 

表１ 単元「がっこう だいすき」における「気付き」の評価基準  
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⑤単元計画（全12時間） 

第１次  １－１  がっこう  たんけんたい

（導入・探検・振り返り）…６時間 

※第１次は，子供達の思いや願い・生活経 験

を予想し，生活科と道徳の時間や特別活動等

とを計画的に関連させた。 

第２次  みんな  なかよし  だいさくせん

（導入・探検・振り返り）…６時間 

※第２次は，子供達の思いや願い，生活経験   

を見取り，生活科と道徳の時間や特別活動等  

とを柔軟的に関連させた  

（３）第１学年「がっこう だいすき！」の調

査結果と考察 

児童の発言内容や，気付きを伝え合う活動後

に記述したワークシート等に表出した気付き

がどのような段階にあるのかを，「表１ 単元

「がっこう だいすき」における「気付き」の

評価基準」を用いて，分析した。  

以下，「表２  ワークシートの記述から見

取った各評価基準段階の達成人数」と，「表３ 

ワークシートの記述から見取った評価基準段

階Ⅲの記述内容の内訳」を示す。なお，一人の

子供が複数の気付きをワークシートに記述し

ているため，表２の評価基準段階Ⅲに到達した

人数と，表３の評価基準段階Ⅲの記述内容の数

は必ずしも一致しない。  

表２からは，ワークシート①②に，主に段階

Ⅱの気付きの表出があったことを見取ること

ができる。また，ワークシート③④に，わずか

だが段階Ⅲの気付きの表出が増えていること

が分かる。  

また，表３からは，ワークシート①②に，対

象同士を関連付けた気付き，ワークシート③④

に，対象と対象に込められた思いや願い，対象

と自分自身とを関連付けた気付きが多少多く

表出していることが分かる。  

さらに，表４は，抽出児の気付きを整理した

ものである。下線部が，段階Ⅲに到達したと判

断した気付きである。  

（４）カリキュラム・マネジメントの実際 

では，子供達は，どのように気付きの質を高

めていったのだろか。ここでは，児童の気付き

 

表２ ワークシートの記述から見取った各評価基準段階の到達人数 

 

 

表３ ワークシートの記述から見取った評価基準Ⅲの到達記述内容の内訳 
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の質を高めることに効果的に働いたと推察さ

れるカリキュラム・マネジメントの実際につい

て述べる。  

①切実感のある計画的な学校探検の設定 

入学当初の児童は，学校生活に対して様々な

不安や期待を抱いている。「学校ってどんなと

ころかな。」「学校のことを知りたいな。」等の，

児童が今現在抱いている思いや願いに寄り添

いながら，それらを学びの中心に据え，そこに

教師のねらいを織り

交ぜねがら，子供達自

ら学びをつくってい

くことを大切にし，小

単元「１－１ がっこ

う たんけんたい」を

設定した。  

②道徳の時間と関連させた思いや願い・生活

経験の交流場面の設定  

１年生になって１ヶ月が経ったころ，道徳の

時間と関連させ，ここまでの学校生活を振り，

今現在抱いている思いや願いを交流する場を

設定した。  

導入場面では，入学当初の子供達の様子を写

真で提示し，１年生になってどんなことが楽し

いか交流し，共有する場を設定した。子供達は

写真を見ながら日常生活を想起し，共感的な雰

囲気の中，それぞれが考えた楽しいことを友達

に伝えることができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 道徳の時間「たのしい がっこう」

の板書 

 

終末では，これから楽しみなことや，やって

みたいことを，一人一人が星形の付箋に記入

し，模造紙に貼り，共有する活動を設定した。

完成したものを，子供達は「チャレンジスター」

と命名し，「教室に掲示してほしい」という子供

達の声から，教室に掲示することとした。  

③道徳の時間を契機とした自発的な取組 

道徳の授業後，教室に掲示したチャレンジス

ターを見ながら，「ぼくもこれをやってみよう

かな。」「これはできたよ。」等の言葉を交わしな

がら，チャレンジスターを意識して生活してい

る児童の姿や，休憩時間に，チャレンジスター

に書いたことに取り組む児童の姿を多く目に

した。子供達はこの取組を「『かがやき』チャレ

ンジ」と命名し，以後継続的に取り組む活動と

なった。  

④今現在の課題を明らかにし，共有するための

 

表４ 発言内容（◇）やワークシート（◆）の記述に表出した児童㉚の気付き 
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振り返りの設定  

 ６月中旬，４月以後，日常生活の中で継続的

に取り組んできた「『かがやき』チャレンジ」を

振り返る時間を生活科の学習と関連させて設

定した。  

 振り返りでは，多くの子供が，自らの「『かが

やき』チャレンジ」に対して達成感や満足感を

抱いてた。一方で，「みんなと仲良くなりたい。」

という「『かがやき』チャレンジ」については，

「学級の友達や学年の友達，縦割り班の友達と

は仲良くなれたが，学校にいる大人の人とは，

まだ仲良くなれていないので，もっと仲良くな

りたい。」という思いを多くの子供が抱いてい

た。  

  

 

 

 

 

 

 

図２ 「『かがやき』チャレンジ」の振り返り

における板書 

 

⑤今現在の課題を解決するための学校探検の

設定  

 「『かがやき』チャレンジ」の振り返りをもと

に，学校にいる大人の人と仲良くなることを目

的とした生活科小単元「みんな なかよし だ

いさくせん！」を設定した。子供達は，生活科

の時間や休憩時間等を使って，学校にいる大人

の人へインタビューする「みんな  なかよし 

だいさくせん！」に

意欲的に取り組み，

様々な気付きを獲得

するとともに，気付

きの質を高めていっ

た。  

④道徳の時間と関連させた学校探検の振り返

りの設定 

「学校にいる大人の人と仲良くなれていな

い。」という課題を解決するための生活科「み

んな なかよし だいさくせん！」に取り組

む際の心情や，これからの自分の在り方につ

いて交流することが，子供達一人一人の気付

きの質を高めるとはないかと考え，本授業を

設定した。 

導入では，４月の第１次の道徳の時間と同

様の資料，第１学年道徳教材「たのしい 

がっこう（出典：日本文教出版）」を活用し

た。今回は，児童一人一人が，教科書を見な

がら，４月の道徳

の学習や，これま

での学校生活を想

起できるように，

じっくりと時間を

確保した。 

「学校にいる大人の人とも仲良くなったっ

てことについて，詳しく聞かせてもらえるか

な。」となげかけた。すると子供達からは，学校

で働く先生や，給食調理員，用務員に関する気

付きのみならず，「先生たちはみんな笑顔で優

しかったよ。」「先生とタッチできてうれしかっ

たよ。」等の発言が聞かれ，これらの達成感，安

心感等を共感的に受け止めた。  

さらに，中心発問として，これからの自分の

在り方について問うと，子供達一人一人から，

「みんな なかよし だいさくせん！」を通し

て実感できた学校や自分自身へ肯定的な気持

ちに後押しされた，「もっと仲良くなりたい

な。」「先生たちと〇〇をしてみたいな。」等の前

向きな思いが多く聞かれた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 生活科「みんな なかよし だいさ

くせん！」のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「みんな なかよし だいさくせ

ん！」の振り返りにおける板書 



 

― 53 ― 

⑥考察  

 本実践では，子供達の思いや願いを中心に据

えて，生活科の学習と道徳の時間や特別活動等

を関連させたり，教材を効果的に活用したりす

ることを通して，子供達一人一人がより自分事

として，切実感をもち，実感を伴いながら自ら

学びをつくる姿を目指した。このような児童中

心の学びの中で，対象（学校の人・もの・こと）

に対する気付きの質を高め，学級や学校で楽し

く生活しようとする心情が育まれ，学校への愛

着が深まったのではないかと推察される。  

 

４．第２学年「あつまれ！２年生の森！Part2 

～2022年冬～」 

（１）第２学年「あつまれ！２年生の森！

Part2～2022年冬～」の目的と調査方法  

生活科では，子供達一人一人が思いや願いを

実現していくことが学習の中心である。そこ

で，本実践では，子供達から湧き上がる「これ

がやりたい！（選択）」「こうしよう！（決定）」

という思いや願いを原動力とし，子供達一人一

人が自己実現に向けてこれまでの生活経験や

既有の知識を活用し，試行錯誤しながら，最後

まで粘り付く取り組み，気付きの質を高める生

活科授業を目指した。本実践では特に「子供達

一人一人が選択・決定し，気付きの質を高める

授業を実現するためのカリキュラム・マネジメ

ントの在り方を明らかにする」ことを目的と

し，生活科の授業観察を行い，教師の発問や子

供の発話記録，個別インタビュー記録，ワーク

シート等を表５の評価基準を用いて分析した。 

（２）単元について 

①時期   令和４年11月～令和５年３月 

②学年   第２学年１組（31名） 

③単元名  「あつまれ！２年生の森！」  

④単元の目標 

「２年生の森」の実現に向けて，「〇〇をやっ

てみたい」という思いや願いを抱き，活動を自

分事として捉え，活動に没頭する中で，試行錯

誤し，既習の知識や経験を関連付けなら課題解

決できるようにする。  

⑤単元計画（全22時間） 

第１次 各プロジェクトの進捗状況や季節

の様子から，これからの活動につ

いて考える。…２時間 

第２次 各プロジェクトで課題解決に向け

 

表５ 単元「あつまれ！２年生の森！」における「気付き」の評価基準 
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て話し合い，活動する。…12時間 

第３次 学級全体や各プロジェクトで「集

まれ！２年生の森！」ツアーPart2

の実現に向けて話し合い，活動す

る。…４時間 

第４次 学級全体で「集まれ！２年生

森！」ツアーPart2を実施する。…

４時間 

⑥単元の概要 

本単元では，子供達が共通に抱いた「生き

物いっぱい，自然いっぱいの「２年生の森」

をつくりたい」という思いや願いの実現に向

けて，子供達一人一人がやりたいことを考

え，それらに基づいて４つのプロジェクト

（花・木，自然の森，博物館，野菜）に分か

れて活動に取り組む。子供達は思いや願いの

的の実現に向けて，プロジェクトの活動に取

り組む中で，様々な疑問や困り感を抱くこと

が予想される。それらの問題を解決するため

に，友達やその他の人々とのかかわり，試行

錯誤しながら，粘り強く栽培活動に取り組む

姿が見られるであろう。このようなプロジェ

クト活動から得た気付きの質の高まりや喜

び，自信，好奇心や知的な探求心などは，

日々の生活の充実感につながり，子供達の生

活を豊かなものにしていくと考えた。 

（３）第２学年「あつまれ！２年生の森！

Part2～2022年冬～」の調査結果と考察 

子供達の発言内容や，気付きを伝え合う活動

後に記述したワークシート等に表出した気付

きがどのような段階にあるのかを，「表５ 単

元「あつまれ！２年生の森！」における「気付

き」の評価基準」を用いて，分析した。  

以下，「表６  ワークシートの記述から見

 

表６ ワークシートの記述から見取った各評価基準段階の到達人数 

 

 

表７ ワークシートの記述から見取った評価基準Ⅲの到達記述内容の内訳 
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取った各評価基準段階の達成人数」と，「表７ 

ワークシートの記述から見取った評価基準段

階Ⅲの記述内容の内訳」を示す。なお，一人の

子供が複数の気付きをワークシートに記述し

ているため，表６の評価基準段階Ⅲに到達した

人数と，表７の評価基準段階Ⅲの記述内容の数

は必ずしも一致しない。  

表６からは，ワークシート①に，主に段階Ⅱ

の気付きの表出があったことを見取ることが

できる。また，ワークシート②③④に，ワーク

シート①と比較すると段階Ⅲの気付きの表出

が増えていることが分かる。  

また，表７からは，ワークシート①②③に，

対象と自分自身とを関連付けた気付き，ワーク

シート④に，対象と対象に込められた思いや願

いとを関連付けた気付きが多少多く表出して

いることが分かる。  

さらに，表８は，抽出児の気付きを整理した

ものである。下線部が，段階Ⅲに到達したと断

した気付きである。  

（４）カリキュラム・マネジメントの実際 

では，子供達は，どのように気付きの質を高

めていったのだろか。ここでは，子供の気付き

の質を高めることに効果的に働いたと推察さ

れるカリキュラム・マネジメントの実際につい

て述べる。  

①思いや願いを肯定的に受け止め，それらを

膨らませていく（単元序盤）  

４月当初，日常の何気ない会話や，子供達の

様子，日々の学習から，「光輝（かがやき）」の

学習に対して抱いている思いや願いを見取り，

肯定的に受け止め，それらを膨らませていっ

た。これらの言葉かけによって，子供達の「やっ

てみたい！」「おもしろそう！」などの学習に対

する意欲や期待感が高まり，学びたいことを自

ら選択・決定する姿につながるのではないかと

考えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 「あつまれ！２年生の森！」の単元序

盤における板書 

 

②それぞれの「やってみたい！」を交流する

場の設定（単元序盤） 

「〇〇をやってみたい！」という子供同士

で，それぞれの「やってみたいこと」や活動の

アイデアを交流する場を設定し，学習に対する

意欲や期待感が更に高まるようにした。子供達

 

表８ 発言内容（◇）やワークシート（◆）の記述に表出した児童㉛の気付き 
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の思いや願いをもと

に，木や花プロジェ

クト，野菜プロジェ

ク ト ， 博 物 館 プ ロ

ジェクト，自然の森

プロジェクトの４つ

のグループが構成さ

れた。  

③「さっそくやってみる！」場の設定（単元

中盤） 

活動のアイデアが膨らんだら，さっそくやっ

てみる場を設定した。実際にやってみることで

活動そのものに対して面白さ，やりがい，困り

感等を感じることができ，もっとやってみたい

ことを自分事として自ら選択・決定する姿につ

ながるのではないかと考えた。子供達が学習当

初に抱いていた「〇〇をやってみたい」という

思いや願いは，自分事としての各プロジェクト

が本当にやりたい事，実現したいことへと変

わっていった。  

木や花プロジェクトは，どんな花の種を植え

るのか，どこの場所を花壇にするのかを選択・

決定し，種を植えた。抜いても抜いても生えて

くる雑草に苦戦しながらも，一日何回も様子を

見に行き，水やりを欠かさず，熱心にお世話し

た。また，花が咲くまでの間に他に何かできる

ことはないかと考

え，花壇に手作りの

花を飾ったり，冬の

寒さで花が枯れな

いように，花壇に松

の葉をしいたりも

した。  

また，自然の森プロジェクトは，「四角形を

組み合わせて巣箱を作ったけど，隙間だらけ

の歪んだ巣箱になったよ。」「手作りの蜜には

カメムシしかよってこなかったよ。どうした

らカブトムシが来てくれるかな？」など，順

調とは言えません

が，失敗や成功を

繰り返しながら，

少しずつ自分たち

がやりたいことを

実現していった。  

さらに野菜プロ

ジェクトは，苗を植える時期や収穫の時期を

考慮して栽培する野菜を選択・決定したり，

野菜の収穫のタイミングを見極めて選択・決

定したりしながら栽培活動を自分たちで進め

ていった。また，野菜栽培と並行して，八百

屋さん作りの取組

も始まりました。

屋根を付けたり，

レジや引換券を用

意したり，お店屋

さんごっこの練習

にも取り組んだり

した。  

④活動やアイデアを価値づける言葉かけ（単

元序盤） 

子供達が活動に没頭する中で，それらの活

動やアイデアを積極的に価値づける言葉かけ

をした。それらの言葉かけが，子ども達の自

信や達成感，次への意欲へとつながり，ひい

ては，自ら選択・決定する姿につながるので

はないかと考えた。  

博物館プロジェクトの A さんは，博物館の

改善や広報活動ではなく，展示するものにこ

だわりを見せて，展示品探しに没頭してい

た。それらの姿を教師が積極的に価値づける

ことで，A さんは，特に，光る石や正体不明の

なぞのものに興味

を抱き，自分で調

べたり，それらの

特徴を図鑑にして

まとめたりして，

気付きの質を高め

ていった。 

⑤子供達の思いや願いから活動を交流する場

の設定（単元終盤） 

活動が進んでいくと，「他のグループはどん

なことをしているのかな」「みんなにも見に来

てほしいな」など思いや願いが子ども達に生

まれてきた。それらの思いや願いから，活動

を交流する場を設定した。「もっとこうしたら

どう？」「ここはこんな工夫をしたんだよ」な

ど，お互いに気付きや工夫を交流し合い，そ

れらの気付きをその後の活動に取り入れた

り，次の活動を選

択・決定したりする

姿が多く見られた。

友達はそれぞれ色々

な感じ方をしている

ことに気付き，それ
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らに興味をもったり，受け止めたりして，次

の活動を選択・決定にする姿につながるので

はないかと考えた。  

⑥「またやりたい！」を実現するための振り

返りの場の設定（単元終盤） 

 「まだまだやりたい」「もっとよくしたい」と

いう思いや願いから，「どんなことをまだやり

たいのか」交流する場を設定しました。それぞ

れのプロジェクトの「まだやりたい！」を交流

する中で，議論は自然とこれまでやってきたこ

との振り返りにも向かい，「自分の成長や課題

など」について具体

的に振り返り，交流

する姿が見らた。目

的意識をもって具体

的に振り返る姿が多

く見られた。 

以下は，木や花プロジェクトの M さんのワー

クシートの記述である。 

私は，いつも花壇の周りをきれいにしていま

す。私たちが作業すると，花壇の周りが土や草

で汚れるからです。花壇にきれいな花を植える

だけじゃなくて，花壇の周りもきれいにしたら，

気持ちもいいし，もっとすてきな花壇になると

思います。 

改めて M さんの様子を見てみると，M さんは

花壇のそばでいつも箒をもって花壇の周りを

掃除していた。M さんなりに，花壇をよりよく

するために選択・決定した行動が，花壇の周り

をきれいにすることだったのである。この M さ

んの記述をクラス全体に紹介すると，M さんの

選択・決定した行動は，周りにも広がりを見せ

た。M さんの思いを知った周りの友達もまた，

自らの行動を選択・決定したといえるのではな

いだろうか。  

⑦考察 

本実践を通して，「子供達の思いや願いを見

取り，それらを広げたり，価値付けたり，感動

を共有したりする教師の言葉かけ」や，「『まず

やってみる』『すぐやってみる』『繰り返しやっ

てみる』等，切実感や必然性のある活動が実現

できる環境構成や単元構成，時間の補償」，「『ま

たやりたい！』『もっとやりたい！』を実現する

ための振り返りの設定」の３点を大切にしたカ

リキュラム・マネジメントが，子どもが自ら選

択・決定する生活科授業の実現し，気付きの質

を高めることに有効に働くことが推察された。 

 

５．成果と課題 

本研究の成果は２点である。１点目は，子供

達の思いや願いを中心に据えて，生活科の学習

と道徳の時間や特別活動等を関連させたり，教

材を効果的に活用したりするカリキュラム・マ

ネジメントが，子供達一人一人がより自分事と

して，切実感をもち，実感を伴いながら自らの

気付きの質を高めることに有効に働いたこと

が推察されたことである。２点目は，「子供達の

思いや願いを見取り，それらを広げたり，価値

付けたり，感動を共有したりする教師の言葉か

け」や「切実感や必然性のある活動が実現でき

る環境構成や単元構成，時間の補償」，「『またや

りたい！』『もっとやりたい！』を実現するため

の振り返りの設定」の３点を大切にしたカリ

キュラム・マネジメントが，子どもが自ら選択・

決定する生活科授業を実現し，気付きの質を高

めることに有効に働くことが推察されたこと

である。  

課題は２点である。１点目は，子供達の気付

きの質の高まりを見取るための評価基準の信

頼性や妥当性，客観性，効率性の担保である。

２点目は，児童の気付きや，学びの課程を見取

る方法を，さらに検討する必要があるというこ

とである。  

今後も生活科における評価の先行研究を参

考にするとともに，共同研究者と協議しなが

ら，より信頼性や妥当性，客観性，効率性の高

い評価基準や評価方法の開発に努めたい。  
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